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1．背景と研究目的 
X 線暗視野法に基づく屈折コントラスト CT[1]は、従来の吸収コントラストに基づく撮影法と比べて

ソフトマテリアルを高コントラストに撮影できることから、医学応用を目指した生体軟組織撮影、農業
への応用を目指した接木植物の撮影、リチウムイオン電池の劣化の観察などの研究が進められている。
また、現在名古屋大・砂口、桜井、野田口ら、あいち産業科学技術総合センターの職員ら、および、企
業と知の拠点あいち・重点研究プロジェクト第３期にて、BL8S2 を活用した本撮像手法の開発と応用が
進められている。本ビームタイムでは、Ｘ線暗視野法の応用の幅を広げるために、あいち産業科学技術
総合センターが準備した発芽米の内部構造について可視化することが目的である。本実験は、先月行っ
た酒米撮影の追加実験である。 
 

2．実験内容 
X線暗視野法に基づく撮像システムは、BL8S2ビームライン内にほぼ完成した状態で構築されている。

実験条件のうち、X 線エネルギーは 19.8 keV、ビームサイズは 24×40 mm2である。XDFI 光学系の中で
使用されるアナライザーは、Laue 型 Si(111)回折面を用いる厚さ 166μmの Si 単結晶薄板である。Ｘ線
カメラは、シグマ光機製シンチレータとレンズカップリング光学カメラで構成されたものである。サン
プルは、発芽したコシヒカリである。 
 

3．結果および考察 
先月の実験と同様，今回の実験では米粒内部の構造を良好に描出することができた（左図）。米粒内

部の割れや、中心部の密度差のある領域が明瞭に映し出されている。また、今回は発芽したコシヒカリ
を追加で撮影した。発芽により養分が使用された領域が黒く映し出され、密度が減少していることが分
かる。このように、屈折コントラスト CT を利用すると、有機物の微妙な密度変化でも大きなコントラ
ストの変化が得られ、今後の応用が期待される。 
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